
琵琶湖におけるレジャー利用に関するアンケートの結果について

１ 県内居住者向けアンケート
(１) 調査について
調査期間：令和２年８月７日から８月24日の間
調査方法：インターネット
回答者数：186人

うち、図1-1については、県内居住者で琵琶湖でレジャー活動の経験がある147人を抽出
図１-2、図1-3については、県内居住者175人を抽出

(２) 結果概要
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〇「琵琶湖ルール」について
「琵琶湖ルール」の存知状況は、県外居住者と比べて県内居住者の方が知っている割合が高い結
果となった（図1-1、図2-1）。
県外居住者向けアンケートによると、「琵琶湖ルール」の中でも外来魚のリリース禁止が最も知られ
ている結果となった（図2-2）。
また、県外居住者向けアンケートからは、「琵琶湖ルール」という名前を知らない方でも、滋賀県にお
いて外来魚のリリースが禁止されていることを知っている方が多くおられる結果となった（図2-1、図2-
2）。

〇レジャー利用に係る問題について
水上オートバイの騒音については、騒がしくなったと感じられている方が多く、レジャー活動に伴う迷
惑行為についても増えていると感じられている方が多くなっており、レジャー活動に伴う問題が依然と
してある状況である（図1-2、図1-3）。
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図１-１ 「琵琶湖ルール」の存知割合（県内居住）

資料1-4



2

(人)

図１-３ レジャー活動に伴う違法駐車や夜間の騒音等の迷惑行為の
発生状況について
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図１-２ 水上オートバイの騒音について
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２ 県外居住者向けアンケート
(１) 調査について
調査期間：令和２年７月31日から８月１日の間
調査対象：県外居住者（京阪神地区、東海地区在住）
調査方法：インターネット
回答者数：1,000人

うち、琵琶湖でレジャー活動の経験がある189人を抽出

(２) 結果概要
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図２-１ 「琵琶湖ルール」の存知割合（県外居住）

図２-２ 「琵琶湖ルール」で定めているルールの存知割合について


